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浙
遊
日
記

●
崇
禎
九
（
一
六
三
六
）
年
九
月
十
九
日
～
十
月
十
六
日
、
二
十
八
日
間

徐
霞
客
五
十
一
歳

●
訳
注
稿

第
三
部

金
華
山
か
ら
常
山
県
へ
（
十
月
十
二
日
～
十
六
日
）

［
十
月
十
二
日
］

＊
金
華
か
ら
西
へ
船
で
江
西
省
へ
向
か
う
旅
の
始
ま
り
。
衢
江
を
西
へ
遡
る
。
金
華
府
湯
溪
県
に
入
る
が
、

あ
ま
り
進
め
ず
、
県
下
の
小
鎮
で
船
中
泊
。

■
本
文
の
部

十
二
日

平
明
發
舟
。
二
十
里
、
溪
之
南
爲
青
草
坑
。
［
其
地
屬
湯
溪
。
］
時
日
已
中
。
水
涸
舟
重
、

咫
尺
不
前
。
又
十
五
里
、
至
裘
家
堰
。
舟
人
覓
剝
舟
同
泊
焉
。
是
夜
微
雨
、
東
風
頗
厲
。

■
訳
注
の
部

●
訓
訳

十
二
日

平
明
に
舟
を
發
す
。

二
十
里
に
し
て
、
溪
の
南
は
青
草
坑
た
り
。
［
其
の
地
は
湯
溪
に
屬
す
。
］
時
に
日
已
に
中
す
。
水
涸

れ
舟
重
く
、
咫
尺
も
前
ま
ず
。

す
す

又
た
十
五
里
に
し
て
、
裘
家
堰
に
至
る
。
舟
人
剝
舟
を
覓
め
同
に
泊
す
焉
。
是
の
夜
微
雨
あ
り
、
東
の

風
頗
る
厲
し
。

●
語
注

○
渓

衢
江
。

○
青
草
坑

不
詳
。
こ
の
あ
た
り
は
衢
江
の
北
岸
は
蘭
渓
県
（
今
の
蘭
渓
市
）
で
、
南
岸
は
湯
渓
県
（
今

の
金
華
市
内
）
と
な
る
。

○
湯
渓

今
は
金
華
市
婺
城
区
の
内
。
明
代
は
金
華
府
下
の
県
。

○
裘
堰

今
の
蘭
渓
市
裘
家
村
。
「
全
省
輿
図
・
湯
溪
県
上
」
に
裘
家
渡
が
、
「
陸
軍
図
・
龍
游
県
城
」

に
裘
家
埠
が
、BD

・G
E

に
裘
家
村
が
見
え
る
。

○
剥
舟

朱
恵
栄
は
「
卸
貨
的
船
」
と
訳
す
。
荷
物
を
買
い
取
る
船
の
こ
と
か
。
以
下
「
卸
船
」
と
訳
す
。

●
口
語
訳

《

》
衢
州
を
へ
て
常
山
へ

11
［
十
二
日
］

黎
明
に
出
発
す
る
。

二
十
里
行
く
と
、
渓
流
の
南
岸
が
青
草
坑
で
あ
る
［
自
注
１
］
。
そ
の
時
既
に
太
陽
は
中
天
に
昇
っ
て

い
た
。
川
の
水
が
極
端
に
少
な
く
な
り
、
船
は
重
く
て
喫
水
が
低
く
、
中
々
進
ま
な
く
な
っ
た
。
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［
浙
江
金
華
府
蘭
渓
県
域
］

さ
ら
に
十
五
里
で
裘
家
堰
に
至
る
。
船
頭
が
卸
船
を
捜
し
、
そ
れ
と
一
緒
に
停
泊
す
る
。
こ
の
夜
、
小

雨
が
降
っ
た
。
東
の
風
が
と
て
も
強
い
。

◆
裘
家
堰
に
泊
。

［
自
注
１
］
こ
こ
は
湯
溪
県
に
属
す
。

［
十
月
十
三
日
］

＊
概
要
：
衢
江
遡
上
の
旅
の
続
き
。
衢
州
府
龍
游
県
に
入
る
が
、
こ
の
日
も
あ
ま
り
進
め
ず
、
県
城
で
船

中
泊
。

■
本
文
の
部

十
三
日

天
明
、
雲
氣
復
開
。
舟
人
起
布
一
艙
付
剝
舟
。
風
已
轉
利
。
二
十
里
至
胡
鎮
、
又
二
十
里
至

龍
遊
。
日
纔
下
午
。
候
換
剝
舟
、
遂
泊
。

■
訳
注
の
部

●
訓
訳

十
三
日

天
明
け
、
雲
氣
復
た
開
く
。
舟
人
布
一
艙
を
起
こ
し
剝
舟
に
附
す
。
風
已
に
轉
た
利
あ
り
。

二
十
里
に
し
て
胡
鎮
に
至
る
。

又
た
二
十
里
に
し
て
龍
遊
に
至
る
。
日
纔
に
午
を
下
る
。
剝
舟
を
換
ふ
る
を
候
ち
、
遂
に
泊
す
。

●
語
注

○
艙

船
室
。

○
胡
鎮

今
の
龍
遊
県
湖
鎮
。「
読
史
紀
要
」
衢
州
府
龍
游
県
に
「
湖
鎮
市
、
縣
東
三
十
里
、
路
出
蘭
谿
。

有
湖
巡
司
、
明
初
置
」
と
あ
る
。
「
地
名
簡
志
」
に
は
、
こ
こ
が
物
資
の
集
積
地
で
あ
り
、
ま
た
要
衝
の

地
で
あ
っ
て
兵
家
必
争
の
地
で
も
あ
っ
た
と
い
う
。「
全
省
輿
図
・
龍
游
県
中
」
に
湖
鎮
巡
検
署
が
あ
り
、

「
陸
軍
図
・
龍
游
県
城
」
に
湖
鎮
が
あ
る
。BD

に
は
湖
鎮
鎮
が
あ
る
が
、G

E

は
な
ぜ
か
名
を
記
さ
な

い
。BD

で
は
、
湖
鎮
ま
で
遡
っ
た
川
は
、
こ
こ
で
尽
き
て
い
る
よ
う
に
記
し
て
い
る
が
、G

E

を
確
認

す
る
限
り
、
青
田
鋪
あ
た
り
で
、
衢
江
の
本
流
と
合
流
し
て
い
る
。
胡
鎮
を
通
る
ル
ー
ト
は
、
衢
江
通
行

の
バ
イ
パ
ス
に
な
る
。
あ
え
て
バ
イ
パ
ス
を
通
っ
た
の
か
、
上
り
と
下
り
で
道
が
定
め
ら
れ
て
い
た
の
か
、

あ
る
い
は
署
に
届
け
出
る
必
要
が
あ
っ
た
の
か
。

○
龍
遊

今
の
衢
州
地
級
市
龍
遊
県
。
明
代
は
衢
州
府
下
の
県
。
「
全
省
輿
図
・
龍
游
県
中
」
「
陸
軍
図

・
龍
游
県
城
」
に
県
治
が
あ
る
。

●
口
語
訳

［
十
三
日
］

朝
が
明
け
る
と
、
空
の
雲
も
散
開
し
た
。
船
頭
は
船
室
一
室
分
の
布
を
取
り
出
し
て
卸
船
に
渡
す
。
風

が
や
が
て
次
第
に
航
行
に
よ
い
も
の
に
な
っ
て
き
た
。
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［
浙
江
衢
州
府
龍
遊
県
域
］

（
そ
こ
で
出
帆
し
）
二
十
里
で
胡
鎮
に
至
る
。

さ
ら
に
ま
た
二
十
里
で
龍
遊
県
に
至
る
。
日
は
わ
ず
か
に
午
後
に
入
っ
た
く
ら
い
で
あ
っ
た
。
別
の
卸

船
を
待
つ
こ
と
に
な
り
、
こ
こ
で
停
泊
す
る
。

◆
龍
遊
県
に
泊
。

［
十
月
十
四
日
］

＊
概
要
：
衢
江
遡
上
の
旅
の
続
き
。
船
足
が
遅
い
の
に
業
を
煮
や
し
た
他
の
客
達
が
船
を
乗
り
換
え
た
た

め
、
徐
霞
客
達
は
ゆ
っ
た
り
と
し
た
船
旅
を
楽
し
め
る
よ
う
に
な
る
。
衢
州
府
治
が
あ
る
西
安
県
（
今
の

衢
州
市
）
の
域
に
入
り
、
小
鎮
で
船
中
泊
。

■
本
文
の
部

十
四
日

天
明
、
諸
附
舟
者
、
以
舟
行
遲
滯
、
倶
索
舟
價
登
陸
去
。
舟
輕
且
寬
、
雖
遲
不
以
爲
恨
也
。

早
霧
既
收
、
遠
山
四
闢
。
但
風
稍
轉
逆
、
不
能
驅
帆
上
磧
耳
。
四
十
五
里
、
安
仁
。
［
爲
龍
游
西
安
界
。］

又
十
里
、
泊
於
楊
村
。
［
去
衢
州
尚
二
十
五
里
。
］
是
日
共
行
五
十
五
里
。
追
及
先
行
舟
同
泊
。
始
知
遲

者
不
獨
此
舟
也
。
江
清
月
皎
、
水
天
一
空
。
覺
此
時
萬
慮
倶
淨
。
一
身
與
村
樹
人
烟
倶
熔
、
徹
成
水
晶
一

塊
。
直
是
膚
裏
無
間
、
渣
滓
不
留
、
滿
前
皆
飛
躍
也
。

■
訳
注
の
部

●
訓
訳

十
四
日

天
明
け
、
諸
も
ろ
の
舟
に
附
せ
る
者
、
舟
行
の
遲
滯
せ
る
を
以
て
、
倶
に
舟
の
價
を
索
め
陸

に
登
り
て
去
る
。
舟
輕
く
且
つ
な
り
寬
、
遲
し
と
雖
も
以
て
恨
と
な
さ
ざ
る
な
り
。
早
の
霧
は
既
に
收
ま

り
、
遠
山
四
闢
す
。
但
だ
風
稍
や
轉
た
逆
に
し
て
、
帆
を
驅
り
て
磧
に
上
る
能
は
ざ
る
の
み
耳
。

四
十
五
里
に
し
て
、
安
仁
な
り
。［
龍
游
と
西
安
と
の
界
た
り
。］

又
た
十
里
に
し
て
、
楊
村
に
泊
す
。
［
衢
州
を
去
る
こ
と
尚
ほ
二
十
五
里
な
り
。
］

是
の
日

共
に
行
く
こ
と
五
十
五
里
。
先
行
の
舟
に
追
ひ
及
び
同
に
泊
す
。
始
め
て
知
る
遲
れ
し
者
は

獨
り
此
の
舟
の
み
な
ら
ざ
る
な
り
。

江
は
清
く
月
は
皎
く
、
水
天
一
空
た
り
。
此
の
時
の
萬
慮
倶
に
淨
さ
る
る
を
覺
る
。
一
身
と
村
樹
人
烟

と
倶
に
熔
け
、
水
晶
一
塊
を
徹
成
す
。
直
ち
に
是
れ
膚
裏
に
間
無
く
、
渣
滓
留
ま
ら
ず
、
滿
前
皆
飛
躍
す

る
な
り
。

●
語
注

○
索
舟
價

途
中
で
下
船
す
る
こ
と
に
よ
る
船
賃
の
払
い
戻
し
を
求
め
る
こ
と
と
解
し
た
。

○
安
仁

今
の
衢
州
地
級
市
衢
州
区
安
仁
鎮
。
明
代
は
衢
州
府
西
安
県
内
。
「
全
省
輿
図
・
西
安
県
左
」

に
、
安
仁
埠
・
安
仁
街
市
・
安
仁
鋪
が
、
「
陸
軍
図
・
大
洲
鎮
」
「
陸
軍
五
十
万
図
・
廣
信
」
に
安
仁
街

が
、BD

に
安
仁
鎮
が
、G

E

に
安
仁
鋪
村
が
見
え
る
。

○
西
安

今
の
衢
州
市
の
中
心
。
明
代
は
衢
州
府
の
県
。
府
治
が
置
か
れ
た
。

○
楊
村

不
詳
。「
陸
軍
図
・
杜
沢
鎮
」
に
、
楊
家
が
あ
る
。
あ
る
い
は
こ
こ
か
。
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○
衢
州

明
代
は
府
。

○
直
是
以
下
の
句

徐
霞
客
が
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
る
の
か
は
、
い
ま
一
つ
ピ
ン
ト
来
な
い
。
と
り
あ

え
ず
口
語
訳
の
よ
う
に
訳
し
て
み
た
。

●
口
語
訳

［
十
四
日
］

朝
が
明
け
る
と
、
こ
の
船
に
乗
船
し
て
い
た
も
の
た
ち
は
、
船
足
が
あ
ま
り
に
遅
い
の
で
、
み
ん
な
し

て
船
賃
を
払
い
戻
さ
せ
、
陸
に
上
が
っ
て
行
っ
て
し
ま
っ
た
。
お
か
げ
で
船
の
重
量
は
軽
く
な
り
、
ま
た

船
内
も
広
々
と
な
っ
た
。
だ
か
ら
船
足
が
遅
い
と
は
言
っ
て
も
不
快
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
早
朝
か
ら
の

霧
は
既
に
晴
れ
、
四
周
の
山
々
が
遠
望
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
風
が
次
第
に
少
し
ず
つ
逆
風
と
な
っ
て
き
て
、

帆
を
操
る
の
に
苦
労
し
て
浅
瀬
に
乗
り
上
げ
な
い
の
が
精
一
杯
で
あ
る
。

四
五
里
進
ん
で
、
安
仁
で
あ
る
［
自
注
１
］。

［
浙
江
衢
州
府
西
安
県
域
］

さ
ら
に
十
里
進
ん
で
、
楊
村
に
泊
ま
る
こ
と
に
な
る
［
自
注
２
］。

こ
の
日
は
ト
ー
タ
ル
で
五
十
五
里
進
ん
だ
。
先
に
行
っ
て
い
た
船
に
追
い
つ
い
て
一
緒
に
停
泊
す
る
。

そ
こ
で
船
足
が
遅
れ
て
い
た
の
は
わ
れ
わ
れ
だ
け
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。

川
面
は
清
ら
か
で
月
は
白
く
輝
き
、
水
と
空
と
が
一
体
と
な
っ
て
一
つ
の
世
界
を
な
し
て
い
る
。
も
ろ

も
ろ
の
憂
い
や
雑
念
が
、
さ
っ
ぱ
り
と
洗
い
流
さ
れ
る
の
を
感
じ
た
。
我
が
身
一
身
と
村
落
の
樹
木
や
炊

ぎ
の
煙
と
が
渾
然
と
溶
け
合
っ
て
、
全
体
で
大
き
な
水
晶
の
球
と
な
っ
た
か
の
よ
う
だ
。
そ
の
表
面
に
は

僅
か
の
隙
間
も
な
く
、
い
さ
さ
か
の
不
純
物
も
な
く
て
、
眼
前
の
全
て
の
景
物
は
軽
や
か
に
飛
翔
す
る
か

の
よ
う
で
あ
っ
た
。

［
自
注
１
］
こ
こ
が
龍
游
県
と
西
安
県
の
境
界
で
あ
る
。

［
自
注
２
］
こ
こ
は
衢
州
か
ら
な
お
二
五
里
の
地
で
あ
る
。

［
十
月
十
五
日
］

＊
概
要
：
衢
江
遡
上
の
船
旅
の
続
き
。
浅
瀬
や
混
雑
に
難
渋
し
な
が
ら
遡
り
、
西
安
県
城
を
過
ぎ
、
常
山

県
と
の
境
で
船
中
泊
。

■
本
文
の
部

十
五
日

昧
爽
、
連
上
二
灘
。
援
師
既
撤
、
貨
舟
湧
下
。
而
沙
港
澀
隘
、
上
下
捱
擠
。
前
苦
舟
少
、
茲

苦
舟
多
。
行
路
之
難
如
此
。
十
里
、
過
樟
樹
潭
、
至
雞
鳴
山
。
輕
帆
溯
流
。
十
五
里
至
衢
州
。
將
及
午
矣
。

過
浮
橋
、
又
南
三
里
、
遂
西
入
常
山
溪
口
。
風
正
帆
懸
。
又
二
里
、
過
花
椒
山
。
兩
岸
橘
綠
楓
丹
、
令
人

應
接
不
暇
。
又
十
里
、
轉
而
北
行
。
又
五
里
、
爲
黄
埠
街
。
橘
奴
千
樹
、
筐
篚
滿
家
。
市
橘
之
舟
鱗
次
河

下
。
余
甫
登
買
橘
、
舟
貪
風
利
、
復
掛
帆
而
西
。
五
里
、
日
沒
。
乘
月
十
里
、
泊
於
溝
溪
灘
之
上
。
［
其

西
即
爲
常
山
界
。］

■
訳
注
の
部
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●
訓
訳

十
五
日

昧
爽
、
連
り
に
二
灘
に
上
る
。
援
師
既
に
撤
し
、
貨
舟
湧
き
下
る
。
而
る
に
沙
港
澀
隘
に
し

て
、
上
下
捱
擠
す
。
前
は
舟
の
少
き
に
苦
し
み
、
茲
に
舟
の
多
き
に
苦
し
む
。
行
路
の
難
此
の
如
し
。

十
里
に
し
て
、
樟
樹
潭
を
過
ぎ
、
雞
鳴
山
に
至
る
。
輕
帆
も
て
流
れ
を
溯
る
。

十
五
里
に
し
て
衢
州
に
至
る
、
將
に
午
に
及
ば
ん
と
す
。

浮
橋
を
過
ぎ
、
又
た
南
に
三
里
に
し
て
、
遂
に
西
に
常
山
溪
口
に
入
る
。
風
正
し
く
帆
懸
く
。

又
た
二
里
に
し
て
、
花
椒
山
を
過
ぐ
。
兩
岸
の
橘
綠
楓
丹
は
、
人
を
し
て
應
接
す
る
に
暇
あ
ら
ざ
ら
し

む
。又

た
十
里
に
し
て
、
轉
じ
て
北
に
行
く
。

又
た
五
里
に
し
て
、
黄
埠
街
た
り
。
橘
奴
千
樹
あ
り
て
、
筐
篚

家
に
滿
つ
。
橘
を
市
る
の
舟
、
河
下

に
鱗
次
た
り
。
余
甫
か
に
登
り
て
橘
を
買
は
ん
と
す
る
に
、
舟

風
に
利
あ
る
を
貪
り
、
復
た
帆
を
掛
け

わ
づ

て
西
す
。

五
里
に
し
て
、
日
沒
す
。

月
に
乘
じ
て
十
里
に
し
て
、
溝
溪
灘
の
上
に
泊
す
。［
其
の
西
は
即
ち
常
山
の
界
た
り
。］

●
語
注

○
昧
爽

昧
は
暗
い
、
爽
は
明
る
い
。
あ
わ
せ
て
払
暁
、
黎
明
。

○
二
灘

灘
は
川
で
川
幅
が
狭
ま
っ
て
流
れ
が
急
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
。
具
体
的
に
ど
こ
か
は
不
明
。

○
捱

「
あ
せ
る
」
意
か
。

○
擠

近
代
語
表
現
で
「
ひ
し
め
く
」
の
意
。

○
樟
樹
潭

今
の
衢
州
市
衢
江
区
樟
潭
鎮
。
明
代
は
西
安
県
の
内
。
「
全
省
輿
図
・
西
安
県
左
」
「
陸
軍

図
・
大
洲
鎮
」
「
陸
軍
五
十
万
図
・
廣
信
」
に
は
衢
江
の
南
岸
に
樟
樹
潭
が
、BD

・G
E

は
樟
潭
鎮
が
あ

る
。

○
鶏
鳴
山

「
全
省
輿
図
・
西
安
県
左
」
「
陸
軍
図
・
杜
沢
鎮
」
に
は
、
樟
樹
潭
か
ら
衢
江
を
挟
ん
だ
北

側
に
鶏
鳴
山
が
見
え
る
。BD

で
は
山
名
で
は
な
く
鶏
鳴
埠
頭
村
を
記
す
。
「
地
名
簡
志
」
に
は
明
代
に

山
頂
に
鶏
鳴
塔
が
建
て
ら
れ
て
い
た
こ
と
や
、
風
景
名
勝
の
地
で
あ
っ
た
こ
と
を
言
う
。

○
輕
帆

船
足
が
速
い
こ
と
を
か
く
言
う
の
で
あ
ろ
う
。

○
常
山
渓
口

衢
州
府
の
西
南
で
、
西
か
ら
来
た
常
山
港
（
溪
）
と
南
西
か
ら
来
た
江
山
港
が
合
流
し
、

衢
江
と
な
る
。
そ
の
常
山
溪
へ
の
入
り
口
。
「
全
省
輿
図
・
西
安
県
左
」
「
陸
軍
図
・
衢
県
城
」
に
は
、

雙
港
口
の
地
名
が
見
え
、BD

で
は
こ
こ
に
東
西
に
懸
か
る
橋
を
双
港
口
大
橋
と
い
う
。

○
花
椒
山

「
全
省
輿
図
・
西
安
県
左
」
に
は
、
胡
椒
山
が
、
「
陸
軍
図
・
衢
県
城
」
に
は
胡
家
山
が
見

え
る
。B

D

で
は
、
岩
頭
山
が
こ
こ
に
あ
た
る
。

○
黄
埠
街

お
そ
ら
く
航
埠
の
こ
と
。
「
全
省
輿
図
・
西
安
県
左
」
に
は
、
航
埠
東
鎮
・
航
埠
西
鎮
が
、

「
陸
軍
図
・
衢
県
城
」
「
陸
軍
五
十
万
図
・
廣
信
」
に
は
航
埠
が
、BD

・G
E

に
は
航
埠
鎮
が
見
え
る
。

○
溝
溪
灘

不
詳
。
「
陸
軍
図
・
衢
県
城
」
に
は
、
衢
州
市
の
西
の
果
て
に
、
溝
溪
口
と
読
め
る
地
名
が

あ
る
。

●
口
語
訳

［
十
五
日
］

払
暁
に
連
続
し
て
二
つ
の
灘
を
遡
る
。
政
府
軍
の
援
軍
は
既
に
撤
収
し
て
お
り
、
貨
物
を
載
せ
た
船
が



- 6 -

湧
く
よ
う
に
し
て
下
っ
て
く
る
。
し
か
し
灘
の
口
が
狭
く
混
み
合
っ
て
、
上
り
も
下
り
も
焦
っ
て
ひ
し
め

い
て
い
る
。
先
に
は
船
を
得
る
の
が
難
し
か
っ
た
の
に
、
こ
こ
で
は
船
が
多
す
ぎ
て
困
難
に
陥
っ
て
い
る
。

旅
行
の
困
難
さ
と
は
こ
の
よ
う
な
も
の
だ
。

（
や
っ
と
抜
け
出
し
）
十
里
行
っ
て
樟
樹
潭
を
通
過
し
、
鶏
鳴
山
に
至
る
。
風
を
受
け
す
い
す
い
と
軽
や

か
に
流
れ
を
遡
っ
て
い
く
。

十
五
里
で
衢
州
府
城
に
至
る
。
正
午
に
な
ろ
う
と
し
て
い
た
。

浮
き
橋
を
く
ぐ
り
、
さ
ら
に
南
に
三
里
進
み
、
西
へ
折
れ
て
常
山
渓
口
に
入
る
。
風
が
良
好
で
帆
を
高

く
揚
げ
る
。

さ
ら
に
ま
た
二
里
で
花
椒
山
を
通
り
過
ぎ
る
。
両
岸
に
は
緑
な
す
橘
の
木
や
赤
い
楓
の
葉
が
次
々
と
現

れ
、
ゆ
っ
く
り
眺
め
て
楽
し
む
暇
が
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。

さ
ら
に
ま
た
十
里
で
、
北
に
曲
が
る
。

ま
た
五
里
進
む
と
黄
埠
街
で
あ
る
。
果
実
が
な
る
橘
の
木
が
千
本
ほ
ど
も
あ
っ
て
、
ど
の
家
で
も
籠
に

果
実
を
ど
っ
さ
り
盛
っ
て
い
る
。
橘
の
実
を
売
ろ
う
と
い
う
船
が
、
川
い
っ
ぱ
い
に
並
ん
で
い
る
。
私
は

ち
ょ
っ
と
上
陸
し
て
橘
の
実
を
買
お
う
と
思
っ
た
が
、
船
頭
は
風
向
き
が
よ
い
こ
と
を
優
先
さ
せ
、
再
び

さ
っ
さ
と
帆
を
揚
げ
て
西
に
出
発
し
て
し
ま
っ
た
。

五
里
で
日
が
没
し
た
。

（
さ
ら
に
）
月
明
か
り
に
乗
じ
て
十
里
進
み
、
溝
溪
灘
の
ほ
と
り
で
停
泊
と
な
っ
た
［
自
注
１
］
。

［
自
注
１
］
こ
の
西
は
常
山
県
の
境
域
と
な
る
。

［
十
月
十
六
日
］

＊
衢
江
遡
上
の
船
旅
の
続
き
。
常
山
県
に
入
り
、
県
城
で
上
陸
。
こ
こ
か
ら
担
夫
を
傭
い
輿
轎
で
西
へ
向

か
う
。
江
西
広
信
府
玉
山
県
の
少
し
手
前
の
寒
村
で
泊
。「
浙
江
遊
記
」
は
こ
こ
ま
で
。
翌
日
か
ら
は
「
江

右
遊
日
記
」
。

■
本
文
の
部

十
六
日

旭
日
鮮
朗
、
東
風
愈
急
。
晨
起
、
過
焦
堰
、
山
迴
溪
轉
、
已
在
常
山
境
上
。
蓋
西
安
多
橘
、

常
山
多
山
。
西
安
草
木
明
豔
、
常
山
則
山
樹
黯
然
矣
。
溯
流
四
十
五
里
、
過
午
抵
常
山
、
風
帆
之
力
也
。

登
岸
覓
夫
於
東
門
。
徑
城
里
許
、
出
西
門
。
十
里
、
辛
家
鋪
、
山
徑
蕭
條
、
無
一
民
舍
。
又
五
里
、
得
荒

舍
數
家
、
日
已
西
沉
、
恐
前
無
宿
處
、
遂
止
其
間
。
［
地
名
十
五
里
。
］

■
訳
注
の
部

●
訓
訳

十
六
日

旭
日
鮮
朗
な
り
。
東
風
愈
い
よ
急
な
り
。
晨
に
起
き
る
に
、
焦
堰
を
過
ぐ
。
山
は
迴
り
溪
は

轉
じ
、
已
に
常
山
の
境
上
に
在
り
。
蓋
し
西
安
に
橘
多
く
、
常
山
に
山
多
し
。
西
安
の
草
木
は
明
豔
に
し

て
、
常
山
は
則
ち
山
樹
黯
然
た
り
。

流
れ
を
溯
る
こ
と
四
十
五
里
に
し
て
、
午
を
過
ぎ
て
常
山
に
抵
る
。
風
帆
の
力
な
り
。

岸
に
登
り
て
夫
を
東
門
に
覓
む
。
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城
を
徑
す
る
こ
と
里
許
に
し
て
、
西
門
に
出
づ
。

十
里
に
し
て
、
辛
家
鋪
た
り
。
山
徑
蕭
條
と
し
て
、
一
の
民
舍
無
し
。

又
た
五
里
に
し
て
、
荒
舍
數
家
を
得
。
日
已
に
西
に
沉
む
。
前
に
宿
處
無
き
を
恐
れ
、
遂
に
其
の
間
に

止
ま
る
。［
地
は
十
五
里
と
名
す
。］

●
語
注

○
常
山
多
山

橘
が
生
え
て
い
な
い
む
き
出
し
の
山
が
多
い
と
い
う
こ
と
か
。

○
十
五
里

「
全
省
輿
図
・
常
山
県
左
下
」
に
十
五
里
村
が
、
「
陸
軍
図
・
灰
埠
」
に
十
五
里
が
あ
る
。

●
口
語
訳

［
十
六
日
］

朝
日
が
鮮
や
か
で
明
る
い
。
東
風
が
益
々
強
く
な
る
。
朝
起
き
る
と
、
焦
堰
を
通
り
過
ぎ
た
。
山
は
廻

り
川
は
曲
が
っ
て
、
す
で
に
常
山
の
境
内
に
入
っ
て
い
る
。
西
安
県
に
は
山
に
橘
が
多
く
生
え
て
い
る
が
、

常
山
県
に
は
山
が
多
い
。
西
安
県
の
草
木
は
明
る
く
つ
や
や
か
で
、
常
山
県
で
は
山
の
樹
木
が
黒
っ
ぽ
く

色
彩
豊
か
で
な
い
。

流
れ
を
四
五
里
遡
り
、
昼
過
ぎ
に
常
山
県
に
至
る
。
（
こ
の
よ
う
に
た
く
さ
ん
進
め
た
の
も
）
風
の
お

か
げ
で
あ
る
。

こ
こ
で
上
陸
し
、
常
山
県
の
東
門
で
担
夫
を
捜
し
求
め
て
傭
う
。

県
城
を
一
里
ば
か
り
で
通
り
抜
け
て
西
門
か
ら
出
る
。

十
里
進
む
と
辛
家
鋪
で
あ
る
。
山
の
小
道
は
寂
し
げ
で
、
一
軒
の
農
家
も
無
い
。

さ
ら
に
五
里
で
寂
れ
た
数
軒
の
小
屋
が
あ
っ
た
。
太
陽
は
も
う
西
に
沈
ん
で
い
る
。
前
途
に
泊
ま
る
と

こ
ろ
が
な
い
の
で
は
と
考
え
、
そ
の
ま
ま
そ
こ
に
泊
め
て
も
ら
う
こ
と
に
す
る
［
自
注
１
］。

［
自
注
１
］
こ
の
地
は
十
五
里
と
い
う
。

（
終
）

訳
注
：
薄
井
俊
二
、
二
○
一
二
年
三
月
三
一
日
＊

修
正
補
足
：
薄
井
俊
二
、
二
○
二
三
年
五
月
五
日

＊
口
語
訳
と
簡
単
な
注
を
「
「
徐
霞
客
遊
記
」
訳
注
稿

西
南
遊
記
篇
（
そ
の
二
）
―
「
浙
遊
日
記
（
後
半
）
」
―
」
（
『
埼

玉
大
学
紀
要
（
教
育
学
部
）
』
第
六
二
巻
第
一
号
、
二
○
一
三
）
に
掲
載
。


